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序 文

本書は、金属器および埴輪を中心とした古墳文化研究に関する論文集である。
学史を紐解くと、金属器と埴輪の研究は主に1930年頃から進められ、現在の研究

基盤を形成した古墳文化編年論の中核分野である。その成果は古墳文化そのものを探
究するための基礎に位置づけられる基盤的論考として、現在でも繰り返し引用される
重要な研究が多い。また、本書に収められた各論文の執筆者は、近年の当該分野にお
ける研究を牽引してきた中堅研究者を多数含んでいる。これらの論文は、古墳文化の
的確な先行研究を踏まえた堅実な検証等が特色で、なかには将来的に古墳文化研究を
推進する論考もあると期待される。
一方で、各論文のテーマは執筆者の自由な創意や問題意識に拠るため、体系性のあ

る配置は行っていない。そこで、古墳文化研究の大小テーマごとに収録する各論文を
参照できるように項目別の「参考・引用文献索引」を巻末に配置し、"逆引き事典"
的な機能をもたせたまとまりのある図書を目指した。
的確な引用はしばしば対象文献の学史的・学術的位置づけを鮮明にする。ときに、

書評や解題よりも雄弁であることは多くの研究者が経験していることで、初学者に
とっても最良の研究入門の役割を果たすものであろう。
本書が、収録された各論文が挑んだテーマの分析と研究成果の公開と共に、このよ

うな横断的・縦断的な視点で、学史を踏まえた古墳文化研究における各論文の位置づ
けと課題を浮かび上がらせることができたとすれば望外である。
なお、このような構成と意図は、執筆者の一人で本論文集の企画・編集の中心的役

割を果たし、その最中に不治の病に倒れた故阪口英毅さんとの打合時における本書の
デザイン(構成)等の意見を活かしたものである。本書をその霊前に捧げることをお
許し願いたい。

執筆者を代表して 古谷 毅
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